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白雪姫と7人の小人

　 年代，コンピュータ市場での のシェアは

を超え，他のメーカのシェアがあまりにも小さいので，

業界では を白雪姫（ ）に見立て，続く

社を 人の小人（ ）と呼んでいた．表-1に

年の米国コンピュータメーカの出荷高を示す ）．表

では から までの 社であるが， 年代

を通して順序は多少入れ替わっても，顔ぶれは変わらな

かった．

　本稿ではこれら 社の盛衰と日本のメーカとのかかわ

りについて述べるが，説明の都合上，最初に米国でのコ

ンピュータメーカの誕生と の台頭，コンピュータの

世代などに簡単に触れ，次いで 社それぞれの盛衰と，

日本のメーカとのかかわりについて述べることにしたい．

コンピュータメーカの誕生とIBMの台頭

　 以来，大学や研究所が開発したコンピュータ

はむろん商品ではなかった．最初の商業ベースのコン

ピュータは （ ）だろう．

の開発者 と は 年 月

（後に社名を に変更）

を設立，水銀遅延線が主記憶の の開発を始めた

が，資金難で会社は （ ）に買収され，そ

の 部門になった． の 号機は 年 月

に完成して人口統計局に納入され，以来 台が設置さ

れた．一方米海軍の たちが 年 月に

（ ）を設立， 年末に磁気ドラムを

主記憶とするコンピュータ を完成した．

の成功に力を得た は， 年これを買収， 部門

に加えた．

　 は元来 と同じ事務機のメーカで， が開発

されていたころは，まだパンチカード機械のレンタル
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が主な事業だった． 年 月静電型記憶装置による

を発表，コンピュータ事業を始めたが， に

出遅れただけではなく，記憶装置の安定性に問題があっ

た．しかし同年 月，米空軍のプロジェクト 向け

のコンピュータ を受注したことが に幸運を

もたらした． の原型は の で，そ

の磁心記憶装置の技術が に伝わった．同社が

年 月に発表した は より高速・安定で，科

学用大型機の市場を独占することになった．その間

は磁気ドラムが主記憶の中型機 の開発に成功，設置

は 台を超えた． は出荷ベースで を抜き，

年には設置ベースでも追い越した．なお当時のコン

ピュータは真空管が論理素子で第 世代と呼ばれた．

　 は事務用大型機 を 年 月に，科学用大

型機 を同年 月に発表した．論理素子は真空管か

らトランジスタに変わり，コンピュータは第 世代に入

った． は翌年 月この世代で最も成功した事務用中

型機 を発表，シェアで を大きく引き離した．

しかしこのとき にはアーキテクチャの異なる機種が

系列もあり，それぞれのソフトウェアの開発を延々と

続けるのは，シェアが を超える にも耐え難いこ

とだった．そこで同社は従来のアーキテクチャを打ち切

メーカ 出荷高
（ ）

シェア
( )

その他
計
（ より引用）

表-1　米国コンピュータメーカの出荷高（1967 年）の比較
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り，すべての応用分野を大型機から小型機まで つのア

ーキテクチャでカバーする大胆な方針を打ち出し，

年 月この方針に基づくシステム を発表した．たま

たまこの頃から論理素子が集積化され，コンピュータは

第 世代に入ったとされているが，より重要なのは扱い

やすい情報の単位が ビットから ビットになったアー

キテクチャの変化だった．

　 が社運を賭けたこの決定は成功し，同社のシェア

は約 に安定した．なお は 年 月にシステ

ム を発表，このときコンピュータは第 世代に入

ったということが多い．

日本のメーカの技術導入

　日本のメーカは 年頃コンピュータの製造を始め

た．筆者らが電気試験所で開発したトランジスタ式の

を手本にしたものや，東京大学の大学院生だ

った後藤英一が発明，電気通信研究所の喜安善市が推進

したパラメトロンによるものが主流で，本体は何とかな

ったが，入出力装置やソフトウェアは最低限のものだっ

た．これらの国産機を米国メーカの製品と比べると，と

もに第 世代などと言えたものではなく，優に 年程

度の差が認められた．

　メーカはこの差を技術導入で急速に縮めようとし，技

術力もシェアも第 位の からの技術導入を切望した

が， の回答はいずれのメーカにも，「下請けとして

なら考えるが技術供与はお断り」という素気ないものだ

った．技術導入以前の問題として， 日本特許のライ

センスが必要で， 年通産省の斡旋で各社とも と

特許契約を結ぶことはできた．しかし技術導入は諦める

以外になく，他の米国メーカとの交渉が始まった．いず

れも に比べるとシェアも技術力も劣っていたが，そ

れでも日本のメーカに比べると数年の長があった．まず

日立が と契約，それが引き金になって表-2に示す

契約ができた．

　日本のメーカはこのあと富士通，日立，三菱，日本電気，

沖，東芝の 社になったが，富士通だけはこの動きに加

わっていない．山田博 ）によれば，適当なパートナが

いなかったという．なお表 の ， ， の 社は，

人の小人には含まれていないので本稿では触れない．

7人の小人（1）：消えた5社

GE4）

　 （ ）は汎用コンピュータの分野への進

出をためらっているように見えた．当時の社長

が制御用以外のコンピュータの開発には直感的

に反対していたからだった．一方電子事業部門担当の

副社長 は がコンピュータ事業に参入すれ

ば，その技術力と財務力でたちまち に次ぐ地位に上

ると信じていた．したがって 年 （ ）

から小切手処理システム （

）の引き合いがあったとき はそれに飛びつ

いた．彼は を 向けプロポーザル作成の責

任者に任命，「 がプロポーザルを受け入れたら，電

子事業部門にコンピュータ事業部を置く」という了解を

から取り付けた．

　 年 月 は のプロポーザルを受け入れ，

は総額 万ドルに及ぶ を受注した．しばら

くして担当副社長はコンピュータに理解のない

に変わったが， 年アリゾナ州フェニクス

に を部長とするコンピュータ事業部が設置され

た． があらかじめ に開発させ

た のプロトタイプは真空管式で配線制御だったが，

はこれをトランジスタ・コンピュータ によ

る制御に変更，機械的な小切手の分類・読取機は に

外注した．

　 年 月 日 完成の祝賀会があり， も

これに出席した．会を司会したのは人気のテレビ番組

“ の司会者 （後の大統領）だ

った．その様子はテレビで放映され，他の銀行関係者

にも新時代の到来を印象付けた．しかし にとっ

ては の情報処理分野への進出は本意ではなく，翌朝

と （前年に転勤した の後任）を

ホテルに呼びつけ，既受注のものは別として，早急にビ

ジネス用コンピュータ事業から撤退し，プロセス制御用

メーカ 日立 三菱 三菱 日電 安川 沖 東芝
提携先
期間（年）
料率（ ）
認可年月
備考
注） ：契約が合弁会社設立含みであることを示す．
　　認可年月：当時技術提携には通産省の認可が必要だった．
　　 ：
　　
　　 ： （仏社）

表-2　1961 年から 1964 年までに結ばれた技術提携契約
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で利益を上げる計画を作成するよう厳命した．しかし

は を積極的に売り出すために，それに必要な

ビジネスとプロセス制御いずれにも使えるコンピュータ

系列の開発計画を立てた．一方，銀行業界は がこの

分野に進出することを熱烈に歓迎したので， も

ついに折れた．しかし との正面衝突は避けるという

条件をつけた．

　 の計画は と呼ばれ， で 開発

に関係した が制御用に設計した語長 ビ

ットの を汎用コンピュータの当面の主力とし，長

期計画として語長 ビットの系列 を開発するも

のだった． は計画を承認し，コンピュータ事業

部の将来は約束されたかのように見えた． 年の中頃

の受注・生産は順調で， は 上位の

と下位の を開発していた．一方副社長の が

の中心となるマシンとして， が軍用に

開発した を提案した．これは ビットのマシン

で， 内で多数使用されていた 機を置き換えること

ができ，財務的に有利だった．しかし は ビット

の 計画との互換性がないとして，これを断った．

が成功し，その他の開発も順調であったにもかかわ

らず， 年 月の業績評価会議では，レンタルが多

くてキャッシュフローが計画通りでないことに関心が集

中した． は彼の以前からの心配が的中したと考

え，財務的な計画を達成できなかったとして，その場で

の更迭を決定した．財務的に有利な を受け

入れなかったことも罷免の理由だった．

　後任の は現行の ラインと ビット

の ラインのほかに ビットの を ライン

として採用した． ラインを開発した は辞任

して に入社， を開発した は部下ととも

にフェニクスのコンピュータ事業部に移り， ライン

を担当することになった．

　 年 月永年権力の座にあった が退任，

が社長になり，同時に がコンピ

ュータ部門担当の副社長になった． は のコンピ

ュータ市場を拡げようと海外に目を向け，さらに海外

でのパートナとして，フランスの とイタリ

ーの に目をつけた． は を説得し，

年 月 万ドルを投じて の を，さらに同年

月 万ドルを投じて 小型コンピュータ部門の

を取得した．素人目には の小型機， の中型

機， の大型機の組合せで優れた製品系列ができそう

だったが，実際にはこれら 社と のコンピュータ事

業を早急に一本化することは不可能に近かった． は

と の 種のコンピュータを開発中で，これら

は が開発中の つのコンピュータと競合するもの

だった． は の つのうち つを として

年 月に発売，他の つは廃止した．また の

は机型の小型機 としてラインから切り離し，

の方は再設計させて性能を高め， ラインの最下

位機と とのギャップを埋めようとした．この方針で

は 年 月 を完成して発売したが，このフ

ランス生まれの機械は と互換性がないことが分かっ

た． 年 月 は の廃止と， の大幅な人員

整理を発表し，フランスで世論の強い批判を浴びた．

　一方国内では シリーズが脚光を浴びることになっ

た． 年 は （ ）の延

長として プロジェクトを開始，それに使うコンピ

ュータのメーカとしてまず を打診した．しかし

は発表したばかりのシステム に が求める機能が

ないので，話には乗らなかった． を呼ぶことを提案し

たのは のソフトウェアを開発した

だった． の彼の同僚は がコンピュータと関係が

あることさえ知らなかったという． シリーズの責任

者 はページングやセグメンテーションに使う

（ ）の発明者だった ）． シリー

ズには と の つのモデルがあり，同じ がコ

アで， は 個のコアを使っていた． は の

と協力， に を始め が求める種々

の機能を付加した を設計した． はこれを採用，

プロジェクトのパートナのベル電話研究所も数台の

を発注した． の開発費はプロジェクトのスポン

サ （ ）が負担するので

はやりやすかった． シリーズが有名になり，

システム の ビットよりも従来の ビットを好む

多くの ユーザが や を仮発注した．

　しかし シリーズでトランジスタの仕様に関する問

題と磁気テープ装置に関する問題が起きた． ではコ

ンピュータどころか，電子技術についてさえ素人の職

業的管理者（ ）が重用されていたが，

彼らは問題の解決能力がないばかりか，却って事態を悪

化させた． シリーズの問題について，素人の

がマネージャに任命されたとき， は を去

り に入社した．これらの混乱でパニックにな

った情報事業部門の責任者で，同じく素人の

は シリーズの販売を中止，顧客の信用を完全に失っ

た．さらに シリーズでも 年に始めた ベース

－ 3 －
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の システム（ と呼ばれた）が問題を起こして

いた．

　 年，情報部門担当の副社長 （ の後

任）は山積しているコンピュータ事業の問題を，語長

ビットのまったく新しい製品ライン （

）を導入して一掃しようと決心した．彼は

から を雇い，この と呼ばれた計画

をフロリダ州ハリウッドで極秘裏に進めさせた．

を含めて社内から集めた 人のエンジニアと

ともに， は 年 月から カ月間計画を練った

結果，「 億ドルないし 億ドルで を開発し，その

間に現行のラインは段階的に廃止する． の開発には

年を要し， 年後には利益を生むようになる」と提案

した．

　社長の から見れば，原子力やジェットエンジン

の開発が優先で，こんな計画は呑めなかった． 年

月に 計画は廃止，同年 月 日にはタイムシェアリ

ング・サービス事業を除き，海外を含むコンピュータ事

業を下記の条件で に譲渡することになった ）．

汎用コンピュータを生産・販売する合弁会社

（ 出資比率 ，

）を の子会社として設立する．

は代償として の普通株 万株（時価：

万ドル）と， 年の先付け小切手 万ドル

を受け取る．

　 は 年 月 日に発足した．

　 に譲渡しなかったタイムシェアリング・サー

ビス事業は，コンピュータ事業部が，社内で使っていた

というテレタイプ交換装置を， に

改良したことを契機として始まった． はテレ

タイプから 字受け取るごとにホストに割り込み，時間

を空費していたが， では などのグル

ープが制御装置に小さなコンピュータを置き，メッセー

ジに編集してからホストに割り込むように改良した．

号機は 年 月 に納入されて好成績を納

め，多数の注文がこれに続いた．

　ニューハンプシャ州にあるダートマス・カレッジの

と は の での経験から，全

キャンパスで使えるシステム，しかし よりはずっ

と簡単な学部学生用のシステムを開発しようとしていた．

各メーカの提案を検討の結果， （後 に増強）と

の組合せが最適であることが分かった．彼ら

は 年 月に の資金を得て，同年 月 日ダート

マス・タイムシェアリング・システム（ ）を完成し

た．テストプログラムを 言語で書いてあったので，

この日に が誕生したことにもなった．

　 は のソフトウェアを改良， 分だった平均故

障間隔（ ）を 日に向上してこれを商業化した．こ

の事業は （ ），さらに子会社の

（ ）の事業として世界的な規

模に発展，多大の利益をもたらした．なお はダート

マス・カレッジに協力して， の を に

増強，そのオペレーティングシステムとして を

開発した． は でのサービスもこのシステムに切り

替え，これを 情報サービスと呼んだ．

Honeywell 7）

　制御器で知られた の設立は 年に遡るが，

コンピュータとの関係は 年 と合弁でマサ

チューセッツ州ニュートンに を設立したとき

に始まった． 年後 が撤退したので，

は を吸収， 年 月多重プログラミング

をハードウェアで支持する を，続いて同系列の

を発表した． 年 月，別系列の

を発表，当時 台以上設置されていた の置

き換えを狙い， アセンブリ言語を翻訳して で

実行するプログラム を提供して，ユーザの大き

な反響を呼んだ．対抗上 は新機種の発表を早めたと

いう．

　 が成功したので，これをシリーズ名称とし，中

型から大型に至る製品系列を 年から 年にわた

って発表， に次いで市場 位のシェアを占めた．

年 月， の海外を含むコンピュータ事業を買い

取り，汎用コンピュータ生産・販売のための との合

弁会社 （ ）を子会社として設

立した． は 年頃の のように販売網を欧

州に拡大したがっており，さらに の 計画と大型機

シリーズに強い関心を持っていた．

　 年 月 は に吸収され， （持

分は ： ， ： ）となった．一方 の方

は が手を引き， の の子会社 となっ

た． は が放棄した 計画を （

）と改名，この計画の下に海外，国内の製品系列の

統合を図った．一方 シリーズの上位 の開発が

年に始まっていて， 撤退のときには終わってい

た． 型集積回路を使用し，パフォーマンスは の

倍，実装コストが下がったので原価面でも有利だった．

の国内営業は販売するものがなく， を頂
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点とする シリーズの早期発表を強要した．

　海外を含めた の最初の製品計画では，フェ

ニクス（もとの コンピュータ事業部）に大型， に

小型を担当させ， が伝統的に強い中型はボスト

ン地区（ の本拠）が担当し，これをフランス，イタ

リーのグループで補強することになっていた．しかし

が 年 月に発表したシリーズ の計画は，

検討に 年を費やしたにしては粗雑で，国際的な協力の

下での製品計画の難しさを示すものとなった．シリーズ

には，

レベル ：机型コンピュータ の延長

レベル ： の設計

レベル ： の設計による中型機

レベル ： シリーズの再発表

の レベルがあるが，シリーズとは名ばかりでレベル間

には何の互換性もなかった．その上 は当面の利

益を生むレベル に重点を置いて，レベル からは手

を抜き， がこの領域で大型のハードウェアを開発す

るのをむしろ妨げた．これらの製品に対応するソフト

ウェアを （ ）と総

称，レベル 用のものを レベル 用のものを

と呼んだ．レベル 用のものは の

版で と呼ばれた．

　ところで，フランス政府は 年の の騒動を

機に国産コンピュータ産業育成策 を実施，そ

の受け皿として国策会社 （

）を設立させ，手厚い保護を与えてきた．し

かし，いくら補助をしても の業績が悪いので，これ

を と合併させることを考え， と交渉，

年 月 （ ）を誕生させた．その過程

で は での持分 のうち を に売り

渡し，この株式譲渡に対して 万ドルを受け取った．

の経営権は に移り， が を簿価 フランで買

い取って合併が完了した．この時点では はまだ民間

資本の持株会社だったが， 年 月フランス政府はこ

れを国営化した． はさらに の資本を引き上

げ， は と社名を変更した．

　一方米国市場での の主力製品であるレベル は，

前世代の シリーズの手直しで， メインフレー

ムとの競合力を失い，上位機はライセンシーである日本

電気の製品に頼らざるを得ない状態になった． 年

頃 は本業の制御システムの立場から，コンピュ

ータ事業に打ち込むことの是非を検討し始めた．かつて

制御器や制御システムの中枢だったミニコンピュータは

マイクロプロセッサに置き換えられたが， はマイク

ロプロセッサ事業にはまったく無関係，またその素子技

術では将来性が見込まれる を無視し，バイポーラ

だけに力を注いできた．

　 は の売却を決心，まず日本電気と交渉し

たが，日本電気は興味を示さなかった．そこで

と交渉，話がまとまって 年 月ミネソタ州ミネ

アポリスに （ ： ， ： ，

日本電気： ）を新たに設立した（ 年に設立した

は 年に消滅）． 年 はこの での持

分をすべて に売却，コンピュータ事業から完全に手

を引いた．

RCA

　 については本連載の別の解説 ）で詳しく述べたの

で，ここでは簡単に記述する．

（ ）は 年 と

の子会社として発足したが，独禁法の関係で両

社が資本を引き上げたので，独立会社になった．

年，米陸軍向けに開発した大型コンピュータ

を発表，コンピュータ分野に参入を試みたが，

設置は 台にとどまった． 年 月トランジスタ

式の を， 年 月に の領域を狙う

と大型機 を発表，本格的にこの分野に進出，

では失敗したが， は 年 月に完成， 台

を設置した．

年 月発表の システム に対抗し，これと

コンパティブルにするという触れ込みで，同年 月

を発表したが，実際には「独自の機能を付加

する誘惑」に克てず，完全な互換性は実現できなかっ

た ）．入出力インタフェースも似て非なるものになっ

た．

それでも は一応成功したが，後継シリーズの

計画・開発は一向に進まなかった．

年 月 は （ ）の

副社長 をスカウトし，営業力の強化を図

った．これがコンピュータ事業崩壊の始まりだった．

彼は 兼会長の の気に入り，とんとん

拍子に昇進， 年後に事業部長，さらに 年後には副

社長になった． は のコンピュータ事業を

に次いで業界 位にするという目標を立て，

に大きな期待を寄せた．

は権力の座につくと，コンピュータ部門の重

要なポストをことごとく彼がスカウトした元 社員
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で埋めた．また営業力強化のため連日のようにセール

スマンを採用した．

は からシェアを に高めるように命令

され，小人たちから少しずつシェアを奪うよりも，ま

とめて から奪う方が簡単だと考えた．彼の作戦は

の新機種発表直後に，それより少し有利な機種を

発表して の顧客を「横取り（ ）」することだ

った．その際，顧客を安心させるために「保証付きコ

ンバージョン（ ）」という制度を設け

た．問題は の新機種に対抗して何を発表するかだ

った．

年になると でもようやく新シリーズの開発が

始まったが，発表できるのは 年後で， の作

戦には間に合わなかった． は の新シリーズ

は の改良に過ぎないから，

の値下げで対抗できると考えた．

年 月 日， の予想通りの

システム モデル と が発表さ

れたので，彼は 月 日，単に

のモデル の名称，外装，価

格を変えただけの シリーズ を

発表した．その 週間後 は の

予想に反し，彼の「新機種」では到底対

抗できない強力な を発表した．

の「横取り」作戦は不可能になり，

彼が雇ったセールスマンの大群は販売目

標の達成を迫られて， を

で置き換えることに狂奔，会社に大きな損失を与え

た．

さらに 年 月の の発表と，同年 月の

入出力装置の値下げで， は決定的な打撃を受け，

年 月 日コンピュータ事業から撤退した．損

失は 億 万ドルといわれた．なお は 万

ドルで に顧客ベースを売却した．

CDC

　 は 出身の らが からスピン

オフして 年に創設した．ほどなく が加

わって科学用計算機を開発， 年 月に ，続い

て小型の ，中型の などを発表，一時は に

次ぐ業界 位の地位に上り，アメリカン・ドリームの典

型となった． は当時世界最高速のコンピュータ

を開発，早くも 年 月に 号機を

研究所に納入した．今は廃刊になったが当時広く読まれ

ていた業界誌 は，「雑役夫まで含めて 人の

が世界最高速のコンピュータを開発できて， に

はなぜそれができないのか」と書いた．

　 に対抗して は 年 月システム モデル

（ カ月後にこれを取り消して に切り替えた）を発

表，顧客は の注文を控え始めたが，モデル の完

成は延びに延びて， 年 月になった． 年 月

は， がモデル を不当に早期に発表し， の

販売に打撃を与えたとして，独禁法違反で訴えた． 年

後の 年 月和解が成立，その条件は が子会社

（ ）を無償同然に に譲渡し，

さらに 億ドルに上る種々の補償をするなど， にと

ってきわめて有利なものだった．

　 は には 個のトランジスタを使用，

の上位機 にも集積回路ではな

く，個別トランジスタを採用した．

を訴えた翌月 は を発表したが，

はこれには無反応だった．

　 は事業規模の拡大に積極的で，

小会社には特殊な技術と，それに熟達

した人材がいるとの考えから， 年

から 年間に， のコンピュータ部

門や の 部門を含

めて，実に 社を買収した．会社が大

きくなるとともに，彼は多角的な経営を

始めた．まず と共同で

（ ）を設立， メインフ

レームに接続するプラグコンパティブルな磁気ディスク

装置の製造に着手した．また および英国の と共

同で （ ）を設立，周辺機器の製

造も始めた．さらにソフトウェアを開発・販売するビジ

ネスにも着手した．また 年には社内外の反対を押

し切って，米国第 の融資会社 （ ）

を吸収した．

　 年 月 は シリーズを発表したが，こ

れは を頂点とするシリーズに過ぎなかった．あく

まで高速コンピュータを追求する はこれらの動き

に不満で， 年スーパーコンピュータの開発に専念

するために を辞め， 年後に を設立し

た． は に 万ドルを投資，その立ち上

がりを援助した． 年 は を完成，

に納入した．次いで を完成した

のは 年だったが， は の強力な競争

相手となった．
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　 では がやり残した と並行して， と

呼ぶ製品を開発していたが， 年 の開発は中

止， に努力を集中し， 年 としてこれ

を完成，スーパーコンピュータ市場での地位を守った．

年 はスーパーコンピュータ開発のための子会社

を発足させ， 年 月この会社で開発した

を発表した．

　 はコンピュータによる教育に熱心で， 年イ

リノイ大学の （

）プロジェクトに協力，その成果を利用できる

ことになったが， には市場がなく 内での企業

教育に活用するにとどまった． はまた種々の社会

福祉事業に熱心で，マイノリティ雇用のため彼らの居住

地にわざわざ工場を建てさせたほどだった． 年代

は の主張に従って，人々の自助を支援し，公

共に奉仕することを目的とする多種多様な事業を繰り

広げた．それらのなかには特別なデータベースを構築

し，そのアクセスを支援するものもあった．たとえば

は小企業がエンジニア，プログラマ，セ－

ルスマンなどを見つけるためのデータベースだった．

　しかし 年代になると，情報産業の不況が始まっ

た．まず磁気ディスクや周辺機器が売れなくなった．そ

の上 が得意とする科学計算の分野に や

日本のメーカだけではなく， や も勢力を注ぎ始

めた．さらに悪いことに， は 年度の税務上の

誤りを証券取引委員会に指摘され，損益報告書の変更が

必要になった．株主が訴訟を起こし，銀行の信用は大幅

に低下した．資金繰りが苦しくなったので， や

を含む多くの部門を手放し，数千人に及ぶレイオフを実

施しなければならなくなった．

　行き過ぎた社会奉仕プログラムが失敗の原因だとし

て， は非難の的になり， 年 月 歳のときに，

ついに辞任に追い込まれた． 年 は社名を

と改め， （ ）を分離し

た．前者は軍関係の電子システムと情報サービス，後

者はシステムインテグレーションを業務としている．

年にわたって高速コンピュータで知られてきた は

の辞任とともに消滅した． は大企業を

興し，それを滅亡させた珍しい経営者だといわれている．

Univac

　 が台頭しつつあったとき， は手をこまねいて

いたわけではない． の後継機 ， の

対抗機 などを開発していたが，

派と 派の対立で開発が遅れた．なお は 年

に買収され， （ ）となった．

　第 世代になっても， では ， ，

の つのプロジェクトが社内で競合，いずれも完成

が遅れた．しかし 年 月に完成した は好評だ

ったので，これを改良した を 年に発表，

年に下位の を加え， つのシリーズにした．あいか

わらず 派と 派は融合しなかったが，前

者は大型，後者は中小型という区分が生まれた．後者は

年小型の と を発表， 年これに中型の

を加えた．

　 年 月， がコンピュータ事業から撤退した

ときに買い取った顧客ベースを維持するため， 年

は シリーズと自社の シリーズ双

方の後継機として シリーズを発表した．一方その翌

年 シリーズの後継として シリーズを発表した．

　 年 はコンピュータ事業に専念することを考え，

部門を含む多くの部門を売却， という

名称も切り落として， となった．コン

ピュータ専業なので， 部門はなくなり，製品の名

称として を残したが，それも 年には廃止，

年に発表した大型機は と呼んだ．

年 は に買収された．
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